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諫
早
湾
干
拓
事
業
の
中
・
長
期
開
門
調
査
と
調
整
池
の
水
質
悪
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
す
べ
て
官
僚
経
験
者
か
ら
な
る
「
中
・
長
期
開
門
調
査
検
討
会
議
」
（
以
下
、
検
討
会
議
）
は
、

農
水
省
が
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
中
・
長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
べ
き
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
論
点
を
整
理
し
た
報
告
書

を
と
り
ま
と
め
た
。
一
方
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
に
「
有
明
海
ノ
リ
不
作
等
対
策
関
係
調
査
検
討
委
員
会
」
（
以
下
、
第
三
者

委
員
会
）
は
、
「
諫
早
湾
干
拓
事
業
は
重
要
な
環
境
要
因
で
あ
る
流
動
お
よ
び
負
荷
を
変
化
さ
せ
、
諫
早
湾
の
み
な
ら
ず
有
明

海
全
体
の
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、
開
門
調
査
は
そ
の
影
響
の
検
証
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
」
、
「
調
査

に
当
た
っ
て
、
開
門
は
で
き
る
だ
け
長
く
、
大
き
い
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
、
干
拓
事
業
に
よ
っ
て
諫
早
湾
を
閉
め
切
っ
た
こ

と
が
有
明
海
へ
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
中
・
長
期
開
門
調
査
を
求
め
る
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。

検
討
会
議
報
告
書
は
、
開
門
調
査
に
対
し
両
論
併
記
の
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
を
通
し
て
み
る
と
調
査
実
施
に
否
定

的
な
意
見
が
強
く
に
じ
み
出
て
い
る
。
こ
れ
は
干
拓
事
業
着
手
後
、
ノ
リ
不
作
の
み
な
ら
ず
有
明
海
全
域
で
起
こ
っ
て
い
る
漁

獲
量
の
激
減
に
対
し
、
工
事
中
止
と
排
水
門
開
放
を
求
め
る
沿
岸
漁
業
者
の
要
求
に
背
を
向
け
、
前
記
の
第
三
者
委
員
会
の
見

解
か
ら
も
大
き
く
後
退
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一



（
一
）

昨
年
四
月
十
五
日
に
小
沢
和
秋
前
議
員
と
連
名
で
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
衆
質
一
五
六
第
五
三
号
）
に
お
い
て
、

諫
早
湾
干
拓
事
業
を
担
当
し
た
農
水
省
元
構
造
改
善
局
長
や
同
局
元
次
長
な
ど
の
元
官
僚
か
ら
な
る
検
討
会
議
委
員
の

人
選
は
、
中
・
長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
れ
ば
工
事
が
大
き
く
遅
れ
、
結
果
に
よ
っ
て
は
干
拓
事
業
中
断
と
い
う
こ
と

も
あ
り
う
る
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
。
今
回
の
検
討
会
議
報
告
書
は
、

我
々
が
指
摘
し
た
と
お
り
の
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）

農
水
省
は
検
討
会
議
の
報
告
書
と
り
ま
と
め
の
最
終
段
階
に
な
っ
て
、
中
・
長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
る
場
合
の

様
々
な
対
策
工
事
の
た
め
に
、
約
六
百
三
十
億
円
の
費
用
と
約
三
年
の
工
期
が
必
要
と
い
う
数
字
を
突
然
公
に
し
た
。

検
討
会
議
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
議
論
も
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
告
書
の
中
に
は
し
っ
か

り
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
農
水
省
は
開
門
調
査
が
で
き
な
い
理
由
と
す
る
た
め
、
こ
の
工
事
費
用
と
期
間
を
公
に
し
た

の
か
。
約
六
百
三
十
億
円
の
工
費
と
約
三
年
の
期
間
と
を
算
出
し
た
詳
細
な
積
算
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

対
策
工
事
の
完
了
ま
で
に
約
三
年
を
要
す
る
と
す
れ
ば
、
今
か
ら
工
事
を
始
め
た
と
し
て
も
二
〇
〇
七
年
の
前
半
ま

で
か
か
る
。
干
拓
事
業
は
二
〇
〇
六
年
度
末
を
目
標
に
完
了
と
い
う
計
画
だ
か
ら
、
工
事
を
強
行
し
て
い
る
現
在
の
状

況
下
で
は
、
開
門
調
査
の
対
策
工
事
が
終
了
し
た
時
点
で
す
で
に
干
拓
事
業
も
完
了
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

二



排
水
門
の
す
ぐ
外
側
に
二
ヶ
所
の
導
流
堤
建
設
工
事
、
調
整
池
内
に
潜
堤
建
設
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
対

策
工
事
を
並
行
し
て
施
工
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
日
程
か
ら
考
え
る
と
中
・
長
期
調
査
の
実
施
は
事

業
完
了
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
中
・
長
期
開
門
調
査
を
行
わ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

（
四
）

農
水
省
は
二
度
目
の
計
画
変
更
の
際
、
事
業
が
予
定
ど
お
り
に
進
ん
で
も
四
百
三
十
億
円
も
の
赤
字
に
な
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
元
中
央
水
産
研
究
所
室
長
・
佐
々
木
克
之
氏
ら
は
、
諫
早
湾
の
閉
め
切
り
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
干
潟

と
浅
海
域
の
水
質
浄
化
力
は
、
約
一
千
億
円
規
模
の
下
水
処
理
施
設
に
匹
敵
す
る
こ
と
を
科
学
的
に
解
明
し
た
。
調
整

池
の
水
質
の
改
善
は
一
向
に
進
ま
ず
、
児
島
湖
の
二
の
舞
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
事
業
を
こ
の
ま
ま
進
め
れ
ば

有
明
海
の
環
境
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
そ
れ
に
よ
る
経
済
的
損
失
は
計
り
知
れ
な
い
。
中
・
長
期
開
門
調
査
に
よ
り
万

一
漁
業
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
補
償
額
は
六
百
三
十
億
円
の
対
策
工
事
費
よ
り
は
る
か
に
低
い
と
考

え
ら
れ
る
。
費
用
対
効
果
に
照
ら
し
て
も
有
明
海
の
環
境
回
復
の
た
め
に
は
、
い
っ
た
ん
事
業
を
中
止
し
す
み
や
か
に

中
・
長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
五
）

潮
受
堤
防
閉
め
切
り
後
も
背
後
地
で
は
し
ば
し
ば
湛
水
が
起
こ
り
、
被
害
も
生
じ
て
い
た
。
堤
防
閉
め
切
り
だ
け
で

湛
水
防
除
は
不
完
全
な
こ
と
を
認
め
、
長
崎
県
は
現
在
も
国
の
補
助
を
受
け
背
後
地
で
大
規
模
な
か
ん
が
い
排
水
事
業

三



を
実
施
中
で
、
排
水
路
拡
幅
工
事
を
進
め
排
水
機
も
増
強
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
背
後
地
の
排
水
不
良
は
大
幅
に

改
善
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
六
）

農
水
省
は
中
・
長
期
調
査
実
施
の
際
に
は
防
災
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
二
百
億
円
を
投
じ
て
排
水
機
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
長
崎
県
に
よ
る
排
水
事
業
の
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の

な
の
か
。

（
七
）

福
岡
・
佐
賀
・
熊
本
各
県
議
会
を
は
じ
め
、
佐
賀
県
内
の
合
計
二
十
四
の
市
町
村
議
会
は
、
「
検
討
会
議
の
審
議
や

報
告
書
は
、
中
・
長
期
開
門
調
査
の
意
義
と
目
的
を
逸
脱
し
た
感
が
あ
る
」
な
ど
と
し
て
、
沿
岸
漁
業
者
の
切
実
な
要

望
を
く
み
取
り
、
中
・
長
期
開
門
調
査
実
施
を
求
め
る
意
見
書
を
昨
年
十
二
月
に
採
択
し
国
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
の

要
求
を
重
く
受
け
止
め
、
中
・
長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
八
）

東
幹
夫
・
長
崎
大
学
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
九
名
の
研
究
者
は
、
連
名
で
開
門
調
査
を
求
め
る
共
同
声
明
を
二
度
に

わ
た
り
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
主
旨
は
、
「
検
討
会
議
お
よ
び
同
専
門
委
員
会
の
論
点
整
理
は
、
現
在
得
ら
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
知
見
の
う
ち
開
門
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
無
視
し
た
非
科
学
的
な
も
の
で
あ
り
、
得
ら
れ
る

す
べ
て
の
情
報
を
用
い
て
科
学
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
三
者
委
員
会
の
元
委
員

四



長
・
清
水
誠
氏
は
「
有
明
海
全
体
の
環
境
に
干
拓
事
業
が
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
状
況
、
第
三
者
委

員
会
の
見
解
は
今
も
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
」
（
二
〇
〇
三
年
十
二
月
二
十
六
日
付
、
西
日
本
新
聞
）
と
、
中
・
長
期

調
査
の
実
施
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
研
究
者
の
声
明
や
第
三
者
委
員
会
の
見
解
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
科
学
的
な
見

地
に
立
っ
て
す
み
や
か
に
開
門
調
査
の
実
施
を
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
九
）

小
沢
前
議
員
と
の
連
名
に
よ
る
昨
年
七
月
十
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
衆
質
一
五
六
第
一
二
五
号
）
に
お
い

て
、
調
整
池
の
汚
染
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
国
は
答
弁
書
（
八
月
二
十
九
日
閣
議
決
定
）
で
、
「
潮
受
堤
防
の
締
切

り
後
の
調
整
池
の
水
質
は
、
基
本
的
に
は
流
入
河
川
の
水
質
を
反
映
し
て
お
り
、
最
大
の
流
入
河
川
で
あ
る
本
明
川
下

流
の
水
質
と
比
較
し
て
、
特
段
汚
染
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
え
た
。
同
じ
く
九
月
二
十
六
日
に
提
出
し
た
質

問
主
意
書
（
衆
質
一
五
七
第
九
号
）
に
お
い
て
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
答
弁
書
（
十
月
七
日

閣
議
決
定
・
以
下
前
回
答
弁
書
と
い
う
）
は
別
表
一
に
本
明
川
の
水
質
と
調
整
池
中
央
（
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
点
Ｓ

��
）
の
水
質
を
掲
げ
、
調
整
池
の
水
質
は
特
段
汚
染
し
て
い
な
い
と
い
う
根
拠
と
し
て
い
る
。

長
崎
県
の
公
共
用
水
域
水
質
測
定
結
果
を
基
に
、
潮
受
堤
防
閉
め
切
り
後
の
一
九
九
七
年
度
か
ら
二
〇
〇
二
年
度
ま

で
、
本
明
川
下
流
（
不
知
火
橋
）
の
水
質
を
年
度
ご
と
に
平
均
す
る
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
㎎
／
�
）
は
「
六
・
〇
」→

五



「
五
・
〇
」→

「
四
・
三
」→

「
四
・
九
」→

「
五
・
〇
」→

「
四
・
四
」
に
、
全

窒

素
（
㎎
／
�
）
は
「
二
・
〇

〇
」→

「
一
・
六
八
」→

「
一
・
五
三
」→

「
一
・
七
三
」→

「
一
・
六
八
」→

「
一
・
五
五
」
に
、
全
燐
（
㎎
／

�
）
は
「
〇
・
二
七
三
」→

「
〇
・
二
六
三
」→

「
〇
・
一
四
五
」→

「
〇
・
二
五
五
」→

「
〇
・
二
一
五
」→

「
〇
・
一
三
五
」
と
、
三
項
目
と
も
改
善
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
農
水
省
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
調
整
池

中
央
の
水
質
を
一
九
九
七
年
度
か
ら
二
〇
〇
二
年
度
ま
で
年
度
ご
と
に
平
均
す
る
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
「
六
・
八
」→

「
六
・
九
」→

「
六
・
一
」→

「
七
・
四
」→

「
六
・
六
」→

「
七
・
〇
」
に
、
全
窒
素
は
「
一
・
一
〇
」→

「
一
・

二
七
」→

「
一
・
四
三
」→
「
一
・
三
九
」→

「
一
・
〇
〇
」→

「
一
・
三
九
」
に
、
全
燐
は
「
〇
・
一
五
九
」→

「
〇
・
二
二
六
」→

「
〇
・
二
二
二
」→

「
〇
・
二
四
九
」→

「
〇
・
一
七
六
」→

「
〇
・
一
九
四
」
と
、
三
項
目
と

も
悪
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
明
川
と
調
整
池
の
水
質
変
化
の
傾
向
は
全
く
反
対
で
、
二
〇
〇
二
年
度
の
平
均
値

で
全
窒
素
以
外
は
調
整
池
の
水
質
の
方
が
悪
い
の
に
、
な
ぜ
調
整
池
の
水
質
は
本
明
川
の
河
川
の
水
質
を
反
映
し
、
特

段
汚
染
し
て
い
な
い
と
断
言
で
き
る
の
か
。

（
十
）

こ
の
よ
う
に
調
整
池
の
水
質
が
悪
化
し
続
け
、
本
明
川
の
水
質
よ
り
改
善
し
な
い
理
由
は
、
潮
受
堤
防
に
よ
っ
て
諫

早
湾
奥
が
閉
め
切
ら
れ
、
か
つ
て
の
干
潟
と
浅
海
域
の
浄
化
機
能
が
全
く
失
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

六



（
十
一
）

前
回
答
弁
書
の
別
表
一
で
示
さ
れ
た
「
本
明
川
河
口
」
の
位
置
は
、
農
水
省
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
点
「
Ｐ

�
」
で
あ
る
。
農
水
省
は
こ
の
場
所
は
こ
れ
ま
で
調
整
池
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
い
つ
か
ら
ど
う
い
う
理
由
で
本
明
川

河
口
に
変
更
し
た
の
か
。

（
十
二
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
点
「
Ｐ
�
」
は
、
中
央
干
拓
地
の
農
業
用
水
の
取
水
口
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
が
本

明
川
の
河
口
な
ら
ば
、
「
中
央
干
拓
地
の
農
業
用
水
に
つ
い
て
は
、
調
整
池
か
ら
取
水
す
る
」
と
い
う
農
水
省
の
こ
れ

ま
で
の
答
弁
は
誤
り
で
、
農
業
用
水
は
調
整
池
の
水
で
な
く
直
接
本
明
川
の
水
を
取
り
入
れ
て
使
う
の
で
は
な
い
か
。

（
十
三
）

有
明
海
で
の
漁
獲
量
減
少
や
ノ
リ
の
不
作
に
よ
り
沿
岸
漁
業
者
の
生
活
は
困
窮
し
、
将
来
の
展
望
を
失
う
と
こ
ろ

ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
有
明
海
異
変
に
よ
り
被
害
を
受
け
て
い
る
漁
業
者
に
対
し
、
既
往
借
入
制
度
資
金
の
据

置
期
間
延
長
、
償
還
猶
予
、
利
子
免
除
、
新
た
な
無
利
子
貸
与
な
ど
積
極
的
な
財
政
的
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

右
質
問
す
る
。

七


